
ウチワチョウジゴケに比べてやや小さく、蒴がほぼ円筒形で側部に稜がないことで区別できる。蒴柄は長さ
2.5-3.5mm。蒴は長さ3-5mm、頸部ははっきりしない。胞子は直径10-13μm。山地の腐木上に散生する。
非常にまれで、同じ場所には数年程度しか現れない。

以前記録のあった佐用町では、数での調査でも生育を確認できない。そもそも同じ場所に長期間出現す
ることはない。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Buxbaumia  minakatae  Okam.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

佐用町

■ 国内分布

北海道、本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キセルゴケ科

兵庫県ランク…クマノチョウジゴケ
環境省ランク… －


